
 

 

 

「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催します 
～毎年 11 月は「過労死等防止啓発月間」です～ 

厚生労働省では、１１月１８日（月）に「過労死等防止対策推進シンポジウム」（和

歌山会場）を開催します。 

過労死等防止対策推進法では、過労死等を防止することの重要性について国民の自覚

を促し、これに対する国民の関心と理解を深めるため、毎年１１月を「過労死等防止啓

発月間」と定めており、同法に基づく「過労死等の防止のための対策に関する大綱」で

は、過労死等の防止のための活動を行う民間団体と連携してシンポジウムを開催するこ

ととしています。 

和歌山労働局では、このシンポジウムに多数の方にご参加いただき、過労死等の防止

の重要性について広く周知を図るため、開催に先立ち、１１月１１日（月）午前７時３

０分から、過労死を考える家族の会などの関係者とともに、ＪＲ和歌山駅前で街頭広報

活動を行います。 
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【シンポジウム概要】 

日 時：１１月１８日（月）１３:３０～１６:００（受付開始13：00） 

場 所：和歌山ビッグ愛 展示ホール（和歌山市手平２丁目１－２） 

主 催：厚生労働省 

後 援：和歌山県、和歌山市、海南市、岩出市、紀の川市、橋本市、有田市、御坊市、田辺市、新宮市 

協 力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議 

【プログラム】 

[行政からの報告]  和歌山労働局労働基準部監督課 課長 佐藤 明士  

[講演]「過労死防止を経営に生かす」  産経新聞大阪総局次長 小野木 康雄 氏   

[講演]「過労死を生み出さない働き方とは」 全国過労死を考える家族の会代表 寺西 笑子 氏 

【シンポジウム参加申込先】 

Web からの申込みは、下記ホームページをご覧ください。また、FAX での申込みも可能です。 

◆Web  https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo 

 

◆FAX  052-915-1523 過労死等防止対策推進シンポジウム 受付窓口 

 または 073-475-0113 和歌山労働局監督課（tel 073-488-1150）まで 

【街頭での広報活動】 

 １１月１１日（月） 午前７：３０～  ＪＲ和歌山駅前（西口・東口） 

※シンポジウム当日及び街頭での広報活動への取材につきましては、和歌山労働局監督課

（０７３－４８８－１１５０、担当：平井、鳥越、佐藤）までご連絡ください。 
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和歌山ビッグ愛  展示ホール
（和歌山市手平2丁目1-2）

［定員］120名

会場

日時 2019年11月18日（月）
13：30～16：00（受付13：00～）

参加
無料

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

「過労死防止を経営に生かす」
産経新聞大阪総局次長

小野木 康雄 氏

●講演

「過労死を生み出さない
 働き方とは」
全国過労死を考える家族の会代表

寺西 笑子 氏

過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

和歌山 会場



スマートフォンで
QRコードを
読み込んで下さい。

和歌山ビッグ愛  展示ホール
（和歌山市手平2丁目1-2）
・JR和歌山駅から徒歩 約 15分
・JR 宮前駅から徒歩 約 8分

プロフィール

過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します。

●会場のご案内

▶会場の都合上、事前の申し込みをお願いします。
  （定員に満たない場合は、当日参加も可能です）
▶申し込みはＷｅｂ又はＦＡＸでお願いします。
▶参加証は発行いたしません。そのまま当日お越しください。
▶定員超過の場合のみ、電話でご連絡いたします。

●参加申込について

電話番号
企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。 
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

「個人情報の取扱いについて」
・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用し、他の目的で使用することはございません。 ・個人情報はご本人の同意なく第三者に提供を
いたしません。・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（http://www.p-unique.co.jp/privacy）に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

●Webからの申し込み：以下ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

和歌山会場

プログラム

［報告］  和歌山労働局労働基準部監督課

［講演］ 
「過労死防止を経営に生かす」
            小野木 康雄 氏 （産経新聞大阪総局次長）
［講演］
「過労死を生み出さない働き方とは」
            寺西 笑子 氏 （全国過労死を考える家族の会代表）

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

FAX番号 052-915-1523　過労死等防止対策推進シンポジウム 受付窓口 行
●FAXでの申し込み：以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

（お問い合わせ先）  電話：0120-053-006  E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp  株式会社プロセスユニーク

寺西 笑子 氏
全国過労死を考える家族の会代表

京都市在住
1996年2月 夫、過労自死
1997年 過労死家族の会活動に参加
2001年 京都下監督署にて労災認定
2005年 京都地裁にて勝訴
2006年 大阪高裁にて和解
2008年から 全国過労死を考える家族の会代表世話人
2014年から 過労死等防止対策推進全国センター共同代表
 厚生労働省過労死等防止対策推進協議会委員

小野木 康雄 氏
産経新聞大阪総局次長

平成１０年入社。大阪社会部、京都総局な
どで労働問題や宗教の社会貢献の取材
に取り組む。連載「ｋａｒｏｓｈｉ過労死の国・
日本」で貧困ジャーナリズム賞２０１２と第
７回中島富雄賞を受賞。現在は大阪総局
で関西広域面の統括デスクを担当。


